
華艸齋杉﨑宗雲の文化芸術活動

和文化の継承！

「和」という漢字は、“落ち着く” という意味のある「なごむ」や「やわらぐ」という言葉にも用いられて

います。

そんな漢字で表される日本には、数多くの「なごみ」が存在します。

 私たちの疲れた心を癒し、なごませてくれる「和」の世界を創出します。

いけばなは日本人が古来より愛して来た植物 ( 風興 ) を、美に昇華させることです。

和することは、お互いの多様性を認め合うこと、

それがいけばなです。

～beyond2020 プログラムは日本文化の魅力を発信する
　2020 年以降を見据えたレガシー創出のための文化プロ
　グラムです～

毎年、秋に「和文化・室礼展」の開催を清閑亭にて行って
います。
 

現代的に解釈すると床のある和室にある約束を持って飾ることの意。

床のある室礼（しつらい）は平安時代寝殿を設える（しつらえる）という言葉から派生し室町時代に

床の間が出現し儀礼的な装飾をするようになり「室礼」という文字になりました。 

清閑亭 { 小田原 }
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